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問
こ
れ
ま
で
は
川
越
地
区
消

防
組
合
の
所
有
す
る
消
防
車

で
排
水
作
業
に
当
た
っ
て
い

た
が
、
川
越
市
が
新
た
に
排

水
ポ
ン
プ
車
を
導
入
す
る
理

由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
排
水
ポ
ン
プ
等
一
式
を
搭

載
し
た
車
両
の
機
動
性
を
生

か
し
て
、
被
害
が
発
生
し
う

る
箇
所
・
地
域
へ
出
動
さ
せ
、

浸
水
被
害
お
よ
び
道
路
冠
水

被
害
の
軽
減
を
図
る
。

問
１
台
の
排
水
ポ
ン
プ
車
で

は
複
数
箇
所
で
の
内
水
被
害

に
対
応
で
き
な
い
。
今
後
、

複
数
台
の
導
入
を
検
討
し
て

み
て
は
い
か
が
か
。

答
災
害
対
策
本
部
と
連
携
し

て
可
搬
式
ポ
ン
プ
も
併
用
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

問
市
長
と
し
て
今
後
、
危
機

管
理
意
識
を
ど
の
よ
う
に
高

め
て
い
く
つ
も
り
か
。

答
台
風
第
21
号
の
対
応
に
つ

い
て
十
分
検
証
、
反
省
を
加

え
た
上
で
、
今
後
二
度
と
同

じ
よ
う
な
事
態
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
体
制
を
組
ん
で
い
く
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
台
風
第
21
号
の
際
の
可
搬

式
排
水
ポ
ン
プ
の
稼
働
状
況

は
。

答
岸
町
１
丁
目
地
内
に
お
い

て
、
現
地
調
査
班
が
自
治
会

と
連
携
し
、
排
水
ポ
ン
プ
を

４
台
使
用
し
、
排
水
作
業
に

当
た
っ
た
。
ま
た
、
寺
尾
地

内
に
お
い
て
、
現
地
調
査
班

議
案
第
97
号

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
政
晴
会
】【
民
進
党
】【
日
本
共
産
党
】

決
議
第
4
号

川
合
善
明
市
長
に
対
す
る
問
責
決
議

【
民
進
党
】

同
意
第
25
号

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

【
日
本
共
産
党
】【
民
進
党
】

活
再
建
や
治
水
対
策
に
関
し

て
は
、
12
月
４
日
、
埼
玉
県

知
事
へ
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

早
期
の
復
旧
、
復
興
を
図
る

た
め
、
国
や
埼
玉
県
の
各
種

制
度
の
弾
力
的
な
運
用
等
を
、

機
会
を
捉
え
て
要
望
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
台
風
第
21
号
の
対
応
で
は

現
在
も
多
く
の
職
員
が
現
場

で
の
対
応
な
ど
で
苦
労
し
て

い
る
と
思
う
が
、
市
長
は
ど

う
感
じ
て
い
る
か
。

答
通
常
の
業
務
と
並
行
し
な

が
ら
、
災
害
復
旧
業
務
、
被

災
者
の
た
め
の
支
援
業
務
に
、

熱
心
に
か
つ
真
摯
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

が
排
水
ポ
ン
プ
を
３
台
使
用

し
、
排
水
作
業
を
し
た
。

問
江
川
流
域
都
市
下
水
路
の

本
復
旧
工
事
に
お
け
る
改
良

点
は
。

答
江
川
流
域
都
市
下
水
路
に

つ
い
て
は
、
護
岸
の
背
面
に

水
圧
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
防
護
す
る
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
今
回
の
災
害
に
お
け
る
施

設
復
旧
や
被
災
者
支
援
に
関

し
、
各
種
支
援
制
度
の
適
用

や
拡
充
な
ど
を
国
や
県
に
要

請
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
災
害
復
旧
事
業
や
、
内
水

対
策
に
関
し
て
は
、
平
成
29

年
11
月
９
日
、
国
土
交
通
省

と
財
務
省
に
、
被
災
者
の
生

が
国
保
税
約
18
％
、
国
県
支

出
金
約
22
％
、
前
期
高
齢
者

交
付
金
約
27
％
、
共
同
事
業

交
付
金
約
23
％
、
一
般
会
計

繰
入
金
約
７
％
、
歳
出
が
保

険
給
付
費
約
58
％
、
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
約
11
％
、
介

護
納
付
金
約
４
％
、
共
同
事

業
拠
出
金
約
24
％
と
な
る
。

問
赤
字
解
消
計
画
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答
国
保
財
政
健
全
化
の
た
め
、

医
療
費
適
正
化
や
国
保
税
の

収
納
率
の
向
上
、
適
正
な
税

率
の
設
定
等
に
よ
り
、
赤
字

繰
入
を
段
階
的
に
解
消
・
削

減
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

題
を
放
置
し
た
こ
と
を
謝
罪
。

28
年
に
は
、
市
内
中
学
生
の

傷
害
事
件
に
関
し
裁
判
経
過

を
長
期
間
議
会
に
報
告
し
な

か
っ
た
こ
と
を
謝
罪
。
29
年

問
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
「
議

案
の
作
成
過
程
で
議
員
か
ら

の
干
渉
行
為
が
あ
っ
た
」
と

す
る
報
告
が
議
会
運
営
委
員

会
で
行
わ
れ
た
が
、
市
長
は

議
員
か
ら
直
接
働
き
掛
け
ら

れ
た
の
か
、
職
員
な
ど
を
通

し
て
働
き
掛
け
を
知
っ
た
の

か
。

答
干
渉
行
為
は
直
接
受
け
て

い
な
い
。
担
当
職
員
が
受
け

た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
議
案
作
成
に
関
し
て
、
担

当
部
署
に
干
渉
行
為
が
あ
っ

た
の
か
。

答
今
回
の
同
意
案
件
に
つ
い

て
、
総
務
部
と
し
て
は
、
農

業
者
等
を
先
、
利
害
関
係
を

有
し
な
い
者
を
後
と
い
う
順

番
に
決
め
た
。
利
害
関
係
を

有
し
な
い
者
を
考
え
る
中
で
、

に
は
、
国
会
議
員
の
新
春
の

集
い
で
共
産
党
が
議
会
を
空

転
さ
せ
た
と
発
言
し
、
軽
率

だ
っ
た
と
し
て
謝
罪
す
る
な

ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

農
業
委
員
と
し
て
の
在
任
期

間
の
長
さ
を
基
準
と
し
て
、

順
番
を
整
理
し
た
。
そ
の
中

で
の
干
渉
と
い
う
言
い
方
で

は
、
な
か
っ
た
と
考
え
て
い

る
。

問
市
長
の
干
渉
発
言
と
の
整

合
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
。

答
議
会
の
皆
さ
ま
よ
り
建
設

的
な
意
見
を
い
た
だ
き
、
市

長
に
説
明
ま
た
は
報
告
し
て

い
く
中
で
、
市
長
に
干
渉
を

受
け
た
と
捉
え
さ
せ
、
今
回

の
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
。

議
会
の
皆
さ
ま
に
深
く
お
わ

び
す
る
と
と
も
に
、
今
後
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

に
努
め
て
い
く
。

り
謝
罪
、
市
長
に
説
明
責
任

と
猛
省
を
求
め
る
決
議
が
可

決
。
27
年
に
は
、
一
般
質
問

で
答
弁
し
た
軍
歌
と
右
翼
に

関
す
る
発
言
を
不
適
切
と
謝

罪
。
ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
で
市
長
後
援
会
発

行
の
ニ
ュ
ー
ス
に
誤
り
が
あ

り
、
事
実
を
知
っ
た
後
も
問

問
市
長
が
こ
れ
ま
で
問
題
と

指
摘
さ
れ
、
議
会
へ
の
反
省

や
謝
罪
を
繰
り
返
し
て
き
た

内
容
は
。

答
平
成
25
年
、
公
契
約
条
例

に
関
す
る
発
言
で
議
会
が
流

会
、
翌
年
３
月
議
会
で
謝
罪
。

26
年
に
は
、
市
長
後
援
会
の

会
計
で
不
適
切
な
支
出
が
あ


